
 

【技術分類】６－２－３ 情報通信機能／通信・放送受信機能／Ｐａｇｅｒ・Ｍｅｓｓａｇｅ伝送(専

用キャリア方式) 

【 ＦＩ 】G04G1/00,317 

【技術名称】６－２－３－１ システム構成 

 

【技術内容】 

ウェアラブル情報・通信機能の一つとしてのページング（無線呼出）およびメッセージ伝送通信で

あって、基地局から送信される当該通信専用電波を、腕時計などのウェアラブル受信端末で受信する

技術である。 

 

ページャ（無線呼出）は手軽な移動体通信として普及し、従来の個別呼出機能に加えて、文字メッ

セージあるいは情報配信機能が付加されている。また当該技術は、基地局から受信端末への一方向通

信のため通信方式が比較的シンプルであり、このため受信端末の小型化・ローパワー化が可能で、腕

時計型受信機も実用化された経緯を有す。 

 

表 1 に、専用キャリア（無線電波）方式の無線呼出システム各方式の諸元を示す。 

旧来方式であるPOCSAG方式などは、データ伝送速度が512もしくは1200bpsと低速であったが、1995

年に高度無線呼出システム（FLEX－TD）として日本国内標準規格化が図られ、1600、3200 もしくは

6400bps の高速化が実現された。 

 

【表】表 1 専用キャリア方式無線呼出システム各方式の諸元 

 

 
 

出典 1、「2頁 表 1 高度無線呼出システムの諸元」 

― 427 ― 



 

 

図 1 は、基地局から送出される FLEX－TD 方式データのフレーム構成である。1サイクル（4分周期）

は 128 フレーム（1.875 秒／1 フレーム）の系列から構成され、1 フレームは同期信号ブロックと 11

のデータブロックから成る。各受信端末のアドレスは、128 フレームのいずれか一つのフレームに予

め割り振られており、このため間欠受信を行うことが可能となる。 

 

【図】図 1 FLEX－TD 方式データのフレーム構成 

 

 
 

出典 1、「3頁 図 4 フレーム構成」 

 

図 2 は、専用キャリア方式ページャ受信機のブロック回路構成の一例である。 

受信部で受信・検波されたデータ信号は、デコーダ部で同期信号の検出とビット同期の確立を行い、

次にフレーム番号の検出と自己フレーム番号との比較を行い、自己フレームのみ受信する間欠受信動

作を行う。自己アドレスに送られたメッセージは、制御部を経て表示・通知される。 
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【図】図 2 ページャ受信機のブロック構成 

 

 

 

出典 2、「3頁 図 2 受信機の構成例」 

 

図 3 は、専用キャリア方式の腕時計型ページャ受信機の外観写真である。 

 

【図】図 3 専用キャリア方式 腕時計型ページャ受信機の外観写真 

 

 

 

出典 3、「2頁 NEXT Zi：ks」 

 

また表 2 は、図 3 に示した腕時計型ページャ受信機の主要機能である。自動時刻補正機能を有して

おり、当該電波の受信により基地局の標準時間に自動的に時刻合わせが行われる。 
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【表】表 2 腕時計型ページャ受信機の主要機能 

 

 

 

出典 4、「1頁 2 主な機能」 
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